京都産業大学創立50 周年記念シンポジウム : 「若泉敬先生の再発見 : 沖縄返還交渉と日本の未来」 by 東郷 和彦
〈講演会記録〉
京都産業大学創立 50周年記念シンポジウム
「若泉敬先生の再発見 ― 沖縄返還交渉と日本の未来 ―」
東　郷　和　彦
50th KSU Founding Commemorative Symposium
Rediscovering Kei Wakaizumi: Negotiations on the Reversion 
of Okinawa and the Future of Japan
Kazuhiko TOGO












「若泉敬先生の再発見 ― 沖縄返還交渉と日本の未来 ―」 1
シンポジウム・プログラム
2015（平成 27）年 7月 25日
於　廣池千九郎記念講堂（廣池学園内）
開会の挨拶：大城　光正（京都産業大学学長）





       「日米交渉外交官としての若泉敬先生」
東郷　和彦（京都産業大学世界問題研究所長）
       「京都産業大学における若泉敬先生」
吉村　信二（京都産業大学 五期卒業生）
 司　　　会：所　　　功氏（京都産業大学名誉教授、公益財団法人モラロジー研究所教授）
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Negotiations on the Reversion of Okinawa and One Aspect 
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いのはオランダ 15％、同じ第 2次大戦敗戦国のドイツ 18％、イタリア（20％）。最高はモロッコとフィ
ジーの 94％。パキスタンとベトナムが共に 89％。他の主要国は中国 71％、ロシア 59％、米国 44％、韓
国 42％、フランス 29％など。質問は「あなたの国が戦争に巻き込まれたら進んで戦うか」で「はい」





      ジャーナリスト、元産経新聞政治部編集委員 佐伯　浩明氏
      京都産業大学世界問題研究所長 東郷　和彦氏
      京都産業大学五期卒業生 吉村　信二氏






























































































































































































































































録で、エッセンスは、核再持込みの要請がアメリカからあったときには、“The Government of Japan, 
appreciating the United States Government’s requirements in time of great emergency stated above by the 
President, will meet these requirements without delay when such prior consultation takes place.”という約束部
分ですね。要するにアメリカが核兵器の再持込みを事前協議で求めてきたら、日本の総理は、“will 



































































































































　昭和 55年 3月 29日、先生は 50歳の誕生日に、東京から郷里の福井県にお帰りになって、鯖江市
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所   それでは残された時間、基調講演をいただきました佐伯先生を初め、各発題者から、最前
ちょっと言い足りないとか、あるいはほかの方の話を聞かれてこう思うというようなことを、





































































































所   ありがとうございました。佐伯先生も西原先生もフロアからのご質問に対してお答えいただ
いておりますので、東郷先生もご質問への回答を含めてコメントをお願いいたします。
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公刊し、後世に伝えねばならないと、意を強くされたのです。
　私は今も、そのように思っています。

























































所   ありがとうございました。そういう話が出ますと、一言だけ付け加えたいことがあります。
私は昭和 42年 8月中旬に初めて沖縄へ参りました。本土復帰 5年前ですが、屋良朝苗先生を
表敬訪問しましたところ、先生が「見てください、今まで我々は日本の国旗を自由に掲げるこ
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